
 

 

問１：5（鉄、高く）  

核の主成分は鉄。外核よりも内核のほうが温度が高いけれど高圧なので内核は固体。 

地球内部構造は、地震波による研究から表面から地殻(1)・マントル(2)・核(3a/3b)

に分けられる。このうち外核（3a）は液体でＳ波が通らない。  

 



 

 

 



 

問２：１ 

マントルの流動性について。マントルは固体だが長い時間をかけて水あめのようにゆっく

り対流している。 リソスフェア、アセノスフェアは物性の違いを基にした区分で、地殻、

マントルは物質の違いを基にした区分。リソスフェアはプレートと呼ばれる部分に相当し、

地殻とマントルの最上部が当たる。 

 

問３：５（b,d） 



地球内部の熱の起源として、地殻形成の初期に蓄えられた熱と放射性元素の崩壊によって

発生する熱の２つがある。 

 

 

問４：２(a,d) 

異なる媒質の波の屈折の問題。物理で習ったように、空気（波が遅い）から水（波が速い）



は図のようになる。液体の外核と、固体の内核では内核のほうが波の伝わる速さは速い。

よって図のように曲がる。ゆえにｄ。固体のマントルと液体の外核では、液体の外核が遅

いので逆に曲がってａ。 

 

 

 



問５：２（南）  

押されて北と上に動くということは力は南の下からかかっている、と考える。 つまり矢印

の先が観測点であれば、矢印の根本が震源。先から見て根元はどの方向になるか考えれば

よい。 

 

問６：４（１５ｋｍ） 

初期微動継続時間というのはＰ波とＳ波の速度の差に比例する。今Ｐ波が 5km/sec、Ｓ波が

3km/sec であることから、震源距離をｄとして、P波がかかる時間 tp=d/Vp、S波がかかる

時間 ts=d/Vs、P波が速いから初期微動継続時間 t=ts-tp=ここでは 2秒。よって、以下の計

算により 15kmとわかる。 
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問 1：３ 

マントルの一部が溶けたマグマが固まった深成岩は、ハンレイ岩。（下図参照） 



 

色の付いた鉱物(有色鉱物)では，マグマの温度が下がるにしたがい，一般に次の順で晶出・分解

します． 

かんらん石 → 斜方輝石，単斜輝石 → 普通角閃石 → 黒雲母 

色の付いていない鉱物(無色鉱物)では，一般に次の順です． 

斜長石 → 石英 → カリ長石 

 

 

 

問２：１  

斜長石とはどういうものかを知っていれば１とわかる。知らないときは、消去法。斜長石

は無色（あるいは白）の鉱物（このくらいは覚えておく）。よって４は違う。SiO2は石英。

よって２も違う。のこり３か１だが、ダイヤモンドの化学組成はＣ。これは炭である。と

いうことで、たぶん１． 



 

問３：２ 

図１よりＸとＹはＹが熱源に近い。よって、Ｙのほうが温度が高いとわかる。これより解

答は１か２．Ａ帯は紅柱石、Ｂ帯は珪線石、がでる。ＸもＹも境界線上にあることに着目

して図２で、珪線石と紅柱石の境界線を見ると、温度が高いほうが圧力が低い。よってＹ

のほうが温度が高いのだから、圧力が低いことになる。ゆえに２を選ぶ。 

 

 

問４：１  

消去法で考えると、まず、深成岩の熱による変成であるから広域変成岩ではない。よって

３は無し。変成作用を受けるのは堆積した後。化石は堆積した時の年代を示すので、４も



無し。一定方向に配列するのは高い圧力のかかる広域変成による鉱物が多い。黒雲母は変

成鉱物ではない。変成岩は、もとの岩石の構成鉱物が変化してできたものだから１は可能

性が高い。と、いうことで１． 

 

 

 

問５：１  

アの選択肢を見るとガラスか気泡。マグマが冷えてできるのはガラス。気泡ではな

い。イの選択肢で見れば、斑晶と石基は斑状構造とわかる。これは火山岩のように

急速に冷えたばあいにできる構造。 



 

問６：４  

玄武岩は SiO2が少ない。よって 50%か 70%の選択ならば 50%と思う。また黒っぽいのだから

有色鉱物である輝石やかんらん石が多いと考えて、４を選択できる。 

 

 



 



 

問１：６  

不整合を岩脈が切っているので、岩脈は不整合より新しい。これで１，２，５は×。地層

アーエは褶曲しているがみな不整合によって切られている。よって、褶曲と不整合は褶曲

が古い。３，４，６のうち、褶曲が不整合よりも古いものは６。 

 

 

問２：２ 

地層イからＡ、地層ウからＢの化石が出ている。 

水平な地層があって、真ん中がへこむ単純な向斜構造のときは中心が新しくまわりに行く

につれて古い。よって地層はア、イ、ウ、エの順に新しくなる。明らかに時代がわかるの

はウで中生代前半である。１はイはウより古いので○、２はＤはＢより新しいからイより

出るのは×、３はＢとＣは生息時代が重なっているので○、４はエはウより新しいので○。 



 

 

 

問３：４  

１の哺乳類の出現は中生代。よって× 

２の中生代は氷河期ではない。よって× 

３の裸子植物は古生代に発達。よって× 

４の新生代の第４紀は氷河期と間氷期の繰り返し。よって○。 



 

問４：３ 

地球カレンダーでまずは３６５日を４６億年で割ると１億年が約８日となる。これを目安

とする。古生代は約５億年前（始まりは 5.42億年前）と覚えておくと 12月 31日より 8×5

＝40 日前が古生代。よって、ここでいちばん近いのは 11月後半になる。 

 



 



 

問５：３ 

ここでは 0から流速を大きくするのだから曲線Ａを見る。グラフからいちばん小さな流速

で動くのは砂、泥、礫、とわかる。 

 



問６：６ 

曲線Ｂは流速が小さくなって停止するのだから、領域３はアの堆積とわかる。よって、４

か６が正しい。Ａは動き出すのだから侵食のライン。よって領域１は侵食とわかる。ゆえ

に６を選択する。 

 

 

 



 

問１：２ 

上空の風を考えるとき、気圧傾度力と釣り合う力は転向力（コリオリの力）。このような風

を地衡風という。これで１か２とわかる。地上では摩擦力が風を邪魔するように働くので

力のつり合いは図のようになる。よって低気圧のほうへ風は吹く。 

 

 

 



 

問２：３ 

天気図記号からＦは温暖前線、Ｇは寒冷前線とわかる。温暖前線は暖気が寒気に乗り上げ

るのだから、乱層雲が出て穏やかな雨が降る。よって３。 

 

特に１は寒冷前線。急に気温が下がり激しく雨が降るのが特徴。 

 



 

問３：１ 

強い風が吹くには気圧の差が大きくなればよい。発達した低気圧が通過したのは北海道。 

 

 

問４：４ 

寒冷前線は暖気の下に寒気が潜り込んで暖気を押し上げている。また冷たい雨が降る。ゆ

えに、２、４、６のいずれか。また、5km の高度差で温度差が 40℃。0.8℃/100m であるか

ら、これは、湿潤断熱減率が 0.5℃/100m で、乾燥断熱減率は 1.0℃/100m だから、その間

の値となる。ゆえに、条件付き不安定。よって４． 



 

 

 

 

絶対不安定： 

基本場の温度勾配が乾燥断熱勾

配よりも大である状態。この場合、

上昇流は周囲より高温、下降流は

周囲より低温。 

 

 

絶対安定： 

基本場の温度勾配が湿潤断熱勾

配よりも小である状態。この場合、

上昇流は周囲より低温であり、下降

流は周囲より高温。 

 

 

 

条件付不安定： 

基本場の温度勾配が湿潤断熱勾

配と乾燥断熱勾配の間である状態。

この場合、上昇流は周囲より高温

であり対流を駆動するが、下降流は

周囲より高温であり対流を抑制する。

この場合の安定性は、擾乱の構造

に依存する。 

 

 



 

問５：１ 



海洋大循環の問題。海底は水温が急激に下がる層がある。よってまずは５－８は×。海水

が重い→水温が低い、ということなので高緯度で沈む。よって３と４も×。上の層の海流

の原因は風であるから１を選択する。 

 

深海の海水温度 

1. 高緯度海域、2. 低緯度海域。色の付いた部分が温度躍層  

 



海洋の循環を表層と深層の二層で単純化したもので、青い線は深層流、赤い線は表層流を

示す。 （IPCC(2001)をもとに作成） 

 

問６：６   

黒潮を思い出すと C→Aは暖流になる。B→Dは冷やされた海流になるはずだから、暖かいの

は Cで冷たいのは Bとわかる。 



 



 

問１：２ 

まず平均距離は、太陽から金星までの距離 0.7天文単位と地球までの距離 1.0天文単位の

平均となる。よって(0.7+1.0)÷2＝0.85天文単位。また地球から金星までの探査機の所要

時間はＡからＢまでで、公転周期の半分となる。ケプラーの第 3法則より、平均距離 aの

３乗は公転周期 Pの２乗に比例する。よって 
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具体的には a＝0.85を入れて 

(0.85)3/p2=1より P＝0.85×√(0.85)=0.85×0.92=0.7820 となる。 

かかる時間はこの半分だから 0.39が近い 

 

 

問２：４ 



金星の大気の主成分は二酸化炭素である。これは温室効果をもたらす。ゆえに４を選択す

る。 

 

 

問３：２  

太陽系天体のうち地球型惑星は岩石からなる小型の惑星、木星型惑星はガスからなる大型

の惑星。１→○ 

小惑星の大部分は火星と木星の間にある。２→× 

彗星は太陽に近づくと暖められて気化し、コマや長い尾を形成する。３→○ 

海王星の外側には小天体が発見されている。太陽系外縁天体とよばれる。また、エッジワ

ースカイパーベルトとも言う。４→○ 



 

問４：６ 

太陽のスペクトルを調べると、連続スペクトルの中に多くの暗い線が見られ、これをフラ

ウンホーファー線と言う。 

吸収線の現れ方は恒星の表面温度によって違う。 



 

問５：３ 

太陽より明るく、放射エネルギーが最大となる波長が長い。波長が長い光は赤いから、こ

の星は赤色巨星といえる。 

 

問６：２ 

主系列星は水素の核融合でヘリウムが作られている。１→× 

太陽大気の大部分は水素とヘリウムで炭素や酸素も少量含まれている。２→○ 

超新星爆発で作られるのは鉄など重い元素。３→× 

星間物質は塵もある。４→× 

 

参考 

＊恒星のスペクトル型は表面温度によって変わる  



＊主系列星の質量と明るさの関係は、質量の大きいものほど明るい  

＊主系列星の光度は質量の3乗～5乗に比例する  

＊HR図を見れば、主系列星は表面温度が高いほど明るい  

恒星のHR図  

http://www.s-yamaga.jp/nanimono/uchu/kousei-4.htm より 

 

 



 


